
事後評価結果(平成２８年度）
担 当 課：都市計画課
担当課長名：谷本 悦久

事業名 都市計画道路 芝生日ノ峰線 事業区分 街路 事業主体 徳島県
し ぼ う ひ の み ね せ ん

起終点 自：小松島市堀川町字井理守 至：小松島市中 田町字新 開 延長 0.9km
こ ま つ し ま ほりかわ い り も り こ ま つ し ま ちゆうでん しんびらき

事業概要
都市計画道路芝生日ノ峰線は，一般国道55号と徳島赤十字病院（第三次救急医療機関）や重要港湾徳

島小松島港を結ぶアクセス道路であるとともに，小松島市中心市街地を南北に貫き，市街地の骨格を形
成する重要路線である。

本事業は延長約0.9kmにおいて現道拡幅するものであり，現･徳島赤十字病院付近における土地区画整
理事業等との連携を図り，街路を整備するものである。

事業の目的・必要性

周辺地域における自動車交通の円滑化はもとより，自歩道を整備することにより自転車や歩行者の安
全性･利便性の向上を図るものであり，加えて，小松島市総合計画に基づくまちづくりへも寄与する。

事業概要図

事業を巡る社会情勢の変化
・H14～H17 現･徳島赤十字病院付近において，土地区画整理事業および市街地再開発事業を実施。
・H18.5 本事業区間沿線に徳島赤十字病院が開業。
・H20.3 本事業区間に接続する一般県道花園日開野線が供用開始。
・H23.3 本事業区間に接続する都市計画道路小松島金磯線が供用開始。

事業効果
・本路線は，徳島県地域防災計画において緊急輸送道路に位置づけられており，第三次救急医療機関であ

る徳島赤十字病院や，生活物資等の輸送拠点となる徳島小松島港，また現在改修中の日峯大神子広域公
園（脇谷地区）等へのアクセス強化に寄与する。

・自歩道の整備や電線類の地中化により，道路利用者の安全性･利便性の向上が図られる。
・徳島赤十字病院をはじめとする医療･福祉の充実したまちづくりに寄与する。
・旧･徳島赤十字病院跡地を活用した全国に例の無い「発達障がい者総合支援ゾーン」の整備に寄与する。
・本事業に付随する都市下水路については，小松島市所管のポンプ場整備とも連携し，当該地区の内水対

策に寄与する。
・本事業において歩道部に整備した街路樹については，清掃など地元ボランティアの協力もあり，地元住

民の憩いの場としても活用されている。

事 業年 度 H9年度 用地着手 H10年度 工 事 着 手 H11年度
事業期間 前回比 １.１２

供 用 年 (前回評価時) Ｈ２６ (今回) Ｈ２８

事業費 前回評価時 ５０.３億円 実 績 ５２.２億円 前回比 １.０４

交通量 前回評価時 ４,７００台/日 今 回 ５,４００台/日 前回比 １.１５

Ｂ / Ｃ 総 費 用 総 便 益 基準年

５９.２ ６５.３
１.１０ 平成２３年

Ｂ / Ｃ 総 費 用 総 便 益 基準年

７４.３ ８０.０
１.０８ 平成２８年

本事業では，引き続き当該地域への居住を希望する各地権者の意向に添えるよう，土地
区画整理事業や市街地再開発事業と連携して代替地確保を行った結果，円滑な用地取得交
渉が可能となった。今後も，関連する事業との連携により事業の進捗を図るとともに，相
乗的なストック効果の発現に努める。

※ 総費用，総便益とその内訳は各年次の価格を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

費用対効果
分析結果
(前回評価時)

課題と今後の
事業への反映

走行時間短縮便益：５２.２億円
走行経費減少便益：１０.５億円
交通事故減少便益： ２.６億円

事 業 費：５８.８億円
維持管理費： ０.３億円

走行時間短縮便益：６６.０億円
走行経費減少便益： ７.６億円
交通事故減少便益： ６.４億円

事 業 費：７３.９億円
維持管理費： ０.３億円

費用対効果
分析結果

(今回)
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